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 要 旨 

目的： 

アルコール依存症の者における 4 年後の多量飲酒の頻度を変える予測因子を Wave1

（2001-2002 年）および Wave2（2004-2005 年）に調査した一般集団（the US National 

Epidemiologic Survey on Alcohol and Related Conditions）で同定する事。 

方法： 

研究コホートは過去 1 年間に DSM-Ⅳの診断を受けたアルコール依存症の対象者を含ん

でいる。Wave1 は 1484 名で、このうち Wave2 で 1172 名が存在し、対象とする要因のデ

ータを集められたのが 1123 名であった。多量飲酒（アルコール量/日；男性≧70g、女性≧

56g）の頻度は多量飲酒日の日数で定義した。ベースライン（Wave1）から Wave2 の間の

多量飲酒の頻度の変化が測定された。ベースラインの多量飲酒日の日数を調整した共分散

分析が多量飲酒日の日数の変化と関連した個々の要因を調査するために使われた一方、多

変量回帰モデルが多量飲酒日の日数の変化と関連する要因を評価するために採用された。 

結果： 

全体的に平均多量飲酒日は Wave1 で 119.4 日（標準誤差；1.8）、Wave2 で 82.5 日（2.1）

と減少した（P<0.0001）。喫煙者に比し、非喫煙者は多量飲酒日が平均で 13.4 日（6.7）減

少した（P<0.05）。アルコール依存の基準となる許容量は有意に多量飲酒日の減少と関連し

た（P<0.05）。うつ/気分変調の状態の変化は共分散分析において多量飲酒日の大きな減少

と関連したが、調整した多変量モデルでは関連しなかった。 

結論： 

本研究結果は喫煙とアルコール依存の基準となる許容量がアルコール依存症の者の長期

追跡において重要な要因であり、アルコール依存症の患者が最大限の治療的利益を達成で

きる介入方法の選択にも影響を与えることを示した。 

 

 


